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ら
、
余
暇
や
休
息
、
和
み
の

場
と
し
て
公
園
を
利
用
さ
れ

る
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い

世
代
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
開
催
日
時
＝
平
成

１９
年
１
月
１３
日
�
（
３
〜
４

日
�
午
後
１
時
〜
４
時
４５
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

定
員
＝
先
着
３
０
０
人

参
加
費
＝
無
料

参
加
方
法
＝
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
と
「
地
震
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希

望
」
と
書
い
て
、
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
１３
日
�

申
込
先
＝
府
総
務
部
防

災
室
（
〒
６
０
２
・
８
５

７
０
住
所
不
要
、
�
０
７

５
・
４
１
４
・
４
４
７
７
、

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

shobo@
pref.kyoto.lg.jp

）

問
合
せ
先
＝
▼
文
部
科
学

省
研
究
開
発
局
　
防
災
研
究

課
セ
ミ
ナ
ー
担
当
（
�
０３
・

６
７
３
４
・
４
１
３
８
）
▼

府
総
務
部
防
災
室
（
�
０
７

５
・
４
１
１
・
４
４
７
５
）

▼
�
地
震
予
知
総
合
研
究
振

興
会
地
震
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
�
０３
・
３
２
９
５
・

１
５
０
１
）

く
わ
し
く
は
、
回
覧
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

す
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま

す
。ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
（
手
話
通
訳
が
つ
き
ま

す
）。日時

＝
平
成
１９
年
１
月
２０

回
開
催
予
定
）

定
員
＝
約
３０
人
。
応
募
者

が
多
数
の
時
は
抽
選
し
ま
す

し
め
き
り
＝
平
成
１９
年
１

月
１０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
施
設

整
備
課（
�
６４
・
１
３
４
６
）

市
は
、
本
市
南
部
の
三
山

木
地
区
で
進
め
て
い
る
「
三

山
木
地
区
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
」
の
区
域
内
に
新
設

す
る
４
つ
の
街
区
公
園
に
つ

い
て
、
整
備
計
画
を
策
定
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

公
園
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ

ん
の
意
見
を
参
考
に
、
利
用

者
に
親
し
ま
れ
、
魅
力
の
あ

る
公
園
の
整
備
を
目
指
そ
う

と
開
く
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
遊
具
・
施
設

内
容
・
植
栽
の
配
置
・
公
園

名
な
ど
を
決
め
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
親
子
か

市
、文
部
科
学
省
と
府
は
、

地
震
調
査
研
究
の
最
新
の
成

果
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
京
都

府
防
災
講
演
会
「
地
震
に
関

�
ラ
グ
ビ
ー
部
員
に
体
当
た
り
す
る
園
児
（
１１
月
２９
日
、
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
）

応援横断幕と千羽鶴の
贈呈式
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猫
を
外
出
さ
せ
る
と
、
▼

交
通
事
故
に
遭
う
▼
伝
染
病

に
か
か
る
▼
ノ
ミ
や
ダ
ニ
を

持
っ
て
帰
る
▼
い
つ
の
間
に

か
子
ど
も
が
で
き
る
▼
よ
そ

の
家
で
糞
を
す
る
な
ど
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

猫
は
そ
れ
ほ
ど
広
い
場
所

を
必
要
と
せ
ず
、
次
の
５
つ

の
事
が
で
き
れ
ば
、
室
内
で

も
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
立
体
的
な
運
動
が
で
き

る
場
所
を
設
け
る

高
い
所
に
よ
じ
登
る
行
動

は
、
猫
に
と
っ
て
重
要
な
運

動
で
す
。
安
全
で
、
立
体
的

な
運
動
が
で
き
る
場
所
を
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
遊
び
道
具
を
与
え

た
り
、
外
を
眺
め
る
場
所
を

設
け
る
な
ど
し
て
、
気
を
紛

ら
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。②

ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
す

る
子
猫
の
時
は
、
浅
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
ト
レ
ー
を
代
用

し
、
大
き
く
な
れ
ば
、
市
販

の
猫
用
ト
イ
レ
を
使
う
と
便

利
で
す
。
ト
イ
レ
は
い
つ
も

清
潔
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
不
妊
・
去
勢
手
術
を
す

る
不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る

こ
と
で
、
雄
は
性
格
が
穏
や

か
に
な
り
、
あ
た
り
か
ま
わ

ず
尿
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま

す
。
雌
は
望
ま
な
い
妊
娠
を

防
ぎ
、
異
常
な
鳴
き
声
な
ど

の
発
情
が
な
く
な
り
ま
す
。

④
爪
研
ぎ
対
策
を
す
る

段
ボ
ー
ル
・
木
材
・
市
販

品
な
ど
を
準
備
し
ま
す
。
爪

研
ぎ
し
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

爪
研
ぎ
場
所
へ
連
れ
て
行
く

と
、
次
第
に
覚
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

⑤
名
札
を
つ
け
る

猫
に
無
責
任
な

餌
付
け
し
な
い
で

「
家
で
は
飼
え
な
い
け
れ

ど
、餌
だ
け
は
や
ろ
う
か
な
」

と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
猫
に

餌
を
や
り
始
め
る
と
、
爆
発

消
防
本
部
は
、
１２
月
１５
日

�
か
ら
３１
日
�
ま
で
、
年
末

火
災
防
止
運
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
消
防
署
は
２１
日

�
か
ら
２５
日
�
ま
で
、
消
防

団
は
２６
日
�
か
ら
２９
日
�
ま

で
年
末
警
戒
を
行
い
ま
す
。

年
末
は
一
般
家
庭
で
も
火

を
使
う
機
会
が
多
く
な
る
う

え
、
多
忙
で
注
意
力
が
散
漫

に
な
る
時
期
で
す
。
よ
り
一

層
火
災
に
注
意
し
、
事
故
な

く
安
心
し
て
お
正
月
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

給
油
の
時
は
必
ず

火
を
消
し
て
か
ら

ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ス
ト
ー

ブ
を
使
い
は

じ
め
る
ま
え

に
は
点
検
を

す
る
。

②
ス
ト
ー

ブ
の
近
く
に

紙
や
衣
類
、

カ
ー
テ
ン
な

ど
の
燃
え
や

す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
。

１１
・
２
％
の
大
幅
減

平
成
１７
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
は
、
１６
年
度
と
比
べ
２６

億
２
千
３
８
４
万
１
千
６
４

３
円
減
り
、
２
０
８
億
９
６

３
万
７
千
７
４
６
円
（
対
前

年
度
比
１１
・
２
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

全
収
入
の
４０
・
３
％
を
占

め
る
市
税
収
入
は
８３
億
８
千

５
５
６
万
８
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
７
千
７
６
５
万
４
千

円
（
同
０
・
９
％
）
増
え
ま

し
た
。

市
税
収
入
の
主
な
も
の

は
、
固
定
資
産
税
が
３８
億
７

千
６３
万
１
千
円
（
増
減
な

し
）、
市
民
税
が
３４
億
６
千

６
３
５
万
３
千
円
（
同
３
％

増
）、
都
市
計
画
税
が
７
億

１
４
６
万
３
千
円
（
同
１
％

増
）
と
な
り
、
市
た
ば
こ
税

は
２
億
８
千
４
９
７
万
８
千

円
（
同
４
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。
市
税
以
外
の
主
な
収

入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
２２

億
８
千
４
３
２
万
７
千
円

（
同
１０
・
６
％
増
）、
国
か
ら

建
設
費
減
少
し

扶
助
費
が
増
加

歳
出
は
２
０
５
億
４
千
９

８
７
万
８
千
５
３
１
円
で
、

１６
年
度
と
比
べ
２６
億
５
千
５

２
５
万
２
５
１
円
（
対
前
年

度
比
１１
・
４
％
）
減
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
生
活
保
護
費

な
ど
の
扶
助
費
が
増
加
し
た

も
の
の
、
普
通
建
設
事
業
費

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
は
、
都
市
基
盤

整
備
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

４１
億
８
千
３
１
１
万
６
千
円

（
構
成
比
２０
・
４
％
）。
義
務

的
経
費
の
う
ち
人
件
費
は
５５

億
５
０
８
万
８
千
円
（
同

２６
・
８
％
）、
市
民
の
最
低

生
活
を
保
障
す
る
生
活
保
護

な
ど
の
扶
助
費
が
２７
億
４
千

３
０
９
万
４
千
円
（
同
１３
・

３
％
）
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
の
元

金
償
還
金
や
利
子
な
ど
の
支

平
成
１７
年
度
一
般
会
計
と

８
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

市
は
、
低
経
済
成
長
の
恒

常
化
と
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
よ
り
、
急
速
に
財
政

状
況
が
悪
化
す
る
な
か
、
経

常
経
費
の
抑
制
と
、
予
算
の

重
点
化
・
効
率
化
を
進
め
、

目
指
す
都
市
像
で
あ
る
「
緑

豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都

市
」
の
実
現
に
向
け
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
２
０
８
億
９
６
３
万

８
千
円
に
対
し
、
歳
出
は
２

０
５
億
４
千
９
８
７
万
９
千

円
。
こ
の
う
ち
次
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
１
億
９
千

１
５
７
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
、
６
千
８
１
８

万
９
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
の

決
算
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
８
つ
の
会
計
（
松
井
財

産
区
・
老
人
保
健
・
国
民
健

康
保
険
・
休
日
応
急
診
療

所
・
公
共
下
水
道
事
業
・
農

業
集
落
排
水
事
業
・
介
護
保

険
・
産
業
立
地
）
全
て
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
企
画
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
２
）

平
成
１７
年
度
の
水
道
事

業
は
、
１
件
当
た
り
の
使

用
水
量
が
、
節
水
傾
向
に

よ
り
伸
び
悩
む
厳
し
い
経

営
状
況
下
で
、
給
水
人
口

の
増
加
と
生
活
様
式
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

安
全
・
安
心
で
安
定
し
た

水
道
水
供
給
を
図
り
、
計

画
的
に
送
配
水
管
を
整
備

し
ま
し
た
。

平
成
１７
年
度
末
給
水
件

数
１
万
７
千
９
９
７
件
で
、

対
前
年
度
比
２
９
９
件
の

増
で
す
。
年
間
総
配
水
量

は
、
７
７
０
万
６
１
９
�

（
▼
自
己
水
…
５
１
９
万
９

千
２８
�
〈
６７
・
５
％
〉
▼

府
営
水
…
２
５
０
万
１
千

５
９
１
�
〈
３２
・
５
％
〉）

で
前
年
度
と
比
べ
１
・

３
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。水

道
事
業
収
益

１４
億
８
千
６８
万
５
千
７

８
３
円
で
前
年
度
と
比
べ
、

１
千
５
６
０
万
８
千
３
４

４
円
、
１
・
０
％
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

営
業
収
益

給
水
収
益
が
給
水
件
数

の
増
加
に
よ
り
、
９
５
６

万
７
千
４
４
７
円
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
５
９
３
万

７
千
３
７
６
円
、
０
・

５
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
営
業
外
収
益

で
は
基
金
補
助
金
の
減
少

に
よ
り
、
２
千
１
５
２
万

８
千
１
４
０
円
、
５
・

８
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。水

道
事
業
費
用

１４
億
６
千
６
２
６
万
６

千
６
５
９
円
で
前
年
度
１４

億
９
千
４
２
９
万
９
千
３

２
８
円
と
比
べ
、
２
千
８

０
３
万
２
千
６
６
９
円
、

１
・
９
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

営
業
費
用

総
係
費
は
、
前
年
度
の

事
務
所
移
転
終
了
に
よ
り

２
千
２
０
３
万
７
千
７
３

５
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
が
、
原
水
及
び
浄
水
費
、

配
水
及
び
給
水
費
、
減
価

償
却
費
の
増
加
に
よ
り
、

２
千
３
６
７
万
８
千
７
１

８
円
増
加
し
、
１３
億
１
千

８
７
３
万
６
千
２
０
５
円

と
な
り
ま
し
た
。

営
業
外
費
用
は
、
積
立

金
の
減
少
に
よ
り
５
千
１

６
４
万
６
千
４０
円
、
２６
・

３
％
減
少
し
、
１
億
４
千

４
９
４
万
２
千
４
１
７
円

と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
の
状
況
は
、

平
成
１６
年
度
繰
越
額
を
含

め
た
決
算
額
が
５
億
７
７

６
万
６
千
２
５
０
円
、
資

本
的
支
出
は
９
億
９
千
７

３
０
万
６
千
２
３
７
円
と

な
り
ま
し
た
。
資
本
的
収

入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
て
不
足
す
る
額
４
億

８
千
９
５
３
万
９
千
９
８

７
円
は
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
水
道
部

（
�
６２
・
０
４
１
４
）

的
に
数
が
増
え
た
り
、
庭
木

で
爪
を
研
ぐ
・
花
壇
で
遊

ぶ
・
糞
尿
の
悪
臭
・
ご
み
を

荒
ら
す
な
ど
迷
惑
猫
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
縄

張
り
争
い
で
け
が
や
事
故
死

が
絶
え
ず
、
猫
同
士
の
間
で

病
気
が
流
行
す
る
な
ど
、
か

え
っ
て
猫
が
不
幸
に
な
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

昨
年
度
、
山
城
北
保
健
所

で
引
き
取
ら
れ
た
猫
は
、
７

５
７
匹
に
も
の
ぼ
り
ま
す

が
、
も
ら
い
う
け
ら
れ
る

ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
不
幸
な
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
、
無
責
任
な

飼
育
や
餌
付
け
な
ど
は
、
絶

対
や
め
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
３
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
引
火
の

危
険
が
あ
る
も
の
は
使
わ
な

い
。④

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
。

⑤
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は
灯

油
以
外
の
も
の
を
給
油
し
な

い
。⑥

灯
油
を
補
給
す
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
し
、
あ
ふ

れ
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
給
油
中
は
そ
の
場
を
絶

対
に
離
れ
な
い
。

⑦
外
出
す
る
時
や
寝
る
時

に
は
、
必
ず
火
が
消
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

の
支
出
金
が
２８
億
９
千
６
１

６
万
１
千
円
（
同
１１
・
６
％

減
）、
府
か
ら
の
支
出
金
が

９
億
３
千
９
５
１
万
３
千
円

（
同
１
％
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
な
ど
か
ら
事
業
資

金
と
し
て
長
期
融
資
を
受
け

た
市
債
は
、
２２
億
７
千
６６
万

８
千
円
（
同
４４
・
８
％
減
）

で
す
。

払
い
に
要
す
る
経
費
と
な
る

公
債
費
が
２５
億
７
７
６
万
４

千
円
（
同
１２
・
２
％
）
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

１７
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

衛
生
費

◆
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

建
設◆

ご
み
減
量
化
の
推
進

労
働
費

◆
自
転
車
駐
車
場
を
管
理

運
営
し
、
自
転
車
利
用
者
の

利
便
を
図
っ
た

土
木
費

◆
三
山
木
区
画
整
理
事
業

の
推
進

◆
安
心
歩
行
エ
リ
ア
基
本

計
画
を
作
成
し
た

農
林
水
産
業
費

◆
高
船
地
区
管
路
工
事
及

び
同
地
区
汚
水
処
理
施
設
建

設
工
事
が
完
了
し
た

�

総
務
費

◆
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
に
伴
い
例
規

集
追
録
事
務
の
簡
素
化
と
経

費
の
節
減
を
引
き
続
き
推
進

◆
同
志
社
大
学
な
ど
と
の

連
携
協
力
を
推
進

◆
同
志
社
大
学
に
京
田
辺

市
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
た

民
生
費

◆
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
延
長
保
育
、
乳
児
保
育

な
ど
各
種
事
業
の
助
成

◆
児
童
の
受
け
入
れ
を
拡

大
す
る
た
め
、
み
み
づ
く
保

育
園
の
増
改
築
事
業
へ
の
助

成
を
行
っ
た

◆
河
原
保
育
所
の
建
替
え

に
向
け
て
設
計
を
行
っ
た

◆
平
成
１８
年
４
月
よ
り
、

市
単
独
で
市
内
に
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
準

備
を
行
っ
た

◆
地
元
農
業
団
体
が
行
う

土
地
改
良
事
業
に
補
助
金
交

付
な
ど
と
、
農
道
舗
装
工
事

を
通
じ
て
、
農
業
生
産
の
安

定
確
保
を
図
っ
た

商
工
費

◆
消
費
生
活
の
情
報
提
供

と
意
識
の
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
消
費
生
活
講
座

を
開
設
し
、
よ
り
快
適
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
学
習
し
た

◆
観
光
地
の
紹
介
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
画
を

行
う
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
を
図
っ
た

消
防
費

◆
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１

９
番
通
報
を
、
発
信
地
を
管

轄
す
る
消
防
本
部
が
直
接
受

信
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
通
報
受
付
の
迅
速

化
を
図
っ
た

教
育
費

◆
施
設
の
管
理
と
整
備
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
各
校
舎

の
耐
震
性
能
を
調
査

◆
す
べ
て
の
小
学
校
の
通

用
門
を
電
気
錠
仕
様
に
し
、

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
来
校
の
通

報
が
あ
っ
た
時
、
職
員
室
で

来
訪
者
を
確
認
の
う
え
、
電

気
錠
で
開
閉
す
る
仕
様
と
し

た
◆
安
全
対
策
備
品
と
し

て
、
さ
す
ま
た
・
ネ
ッ
ト
ラ

ン
チ
ャ
ー
・
催
涙
ス
プ
レ
ー

の
３
品
を
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
配
備

安
定
供
給
め
ざ
し

計
画
的
に
送
配
水
管
を
整
備

室
内
で
飼
い
ま
せ
ん
か

猫
と
の
暮
ら
し
を
考
え
て
み
よ
う
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京
都
市
内
で
外
国
人
観
光

客
に
道
を
尋
ね
ら
れ
、
解
っ

て
い
る
の
に
英
語
で
答
え
ら

れ
ず
、
も
ど
か
し
い
思
い
を

し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
本
は
、
雑
誌
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

英
語
で
し
ゃ
べ
ら
ナ
イ
ト
」

の
別
冊
で
、“
外
国
人
に
案

内
し
た
い
、
紹
介
し
た
い
京

都
”
を
１
０
０
項
目
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
京
都

観
光
の
際
使
え
る

ネ
タ
・
フ
レ
ー
ズ

が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
寺
院
の

説
明
だ
け
で
な
く
、

町
屋
フ
レ
ン
チ
・

京
都
駅
・
和
風
ア

イ
ス
な
ど
新
し
い

京
都
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
京
都

案
内
を
簡
単
な
英
語
で
あ
な

た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
！
。

年
末
年
始
の
贈
答
や
、
お
土

産
に
は
、
ぜ
ひ
地
元
の
特
産
で

自
慢
に
で
き
る
京
田
辺
玉
露
を

お
勧
め
し
ま
す
。
京
田
辺
市
が

世
界
に
誇
れ
る
玉
露
を
市
民
の

み
な
さ
ん
で
発
信
し
て
く
だ
さ

い
。お

正
月
に
は
京
田
辺
玉
露
を

お
供
え
し
、
自
ら
も
お
い
し
く
、

健
康
飲
料
と
し
て
優
れ
て
い
る

玉
露
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
一

年
間
の
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
。
一
年
の
始
ま
り
を
こ
ん
な

か
た
ち
で
始
め
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

お
茶
の
木
は
、
地
中
深
く
に

根
を
張
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
に
足
を
ど
っ
し
り
つ
け

た
京
田
辺
玉
露
を
ぜ
ひ
、
贈
答

に
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
お
買
い
求
め
は
京
田
辺

市
内
の
お
茶
販
売
店
で
取
り
扱

い
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
農
政
課
（
�

６４
・
１
３
６
２
）

今
年
は
、
左
表
の
と
お
り

医
療
従
事
者
の
資
格
を
有
す

る
人
の
届
け
出
の
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
は
、
関
係
法

令
に
よ
り
、
２
年
ご
と
に
１２

月
３１
日
現
在
の
就
業
状
況
な

ど
を
届
け
出
る
も
の
で
、
医

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

療
と
公
衆
衛
生
行
政
を
進
め

る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
必
ず
平

成
１９
年
１
月
１５
日
�
ま
で
に

届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
山
城
北
保
健

所
（
�
２１
・
２
１
９
９
）

医
療
従
事
者
は
資
格
届
を

『
英
語
で
京
都
を

案
内
で
き
ま
す
か
？
』

森
谷
尅
久
／
監
修

株
式
会
社
ア
ス
コ
ム
／
出
版

秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
３
人
の
方
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
安
田
功
さ
ん
（
大
住
ケ
丘
・
７０
歳
）
は
瑞
宝
小
綬
章
、

増
田
陽
三
さ
ん
（
大
住
・
７３
歳
）
は
瑞
宝
双
光
章
、
吉
田
榮
一
さ
ん

（
大
住
・
７８
歳
）
は
瑞
宝
単
光
章
、
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

安
田
功
さ
ん

「
税
務
の
仕
事
は
、
難
し

い
こ
と
の
多
い
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
多
く
の
人
に
助
け
ら

れ
た
お
陰
、
今
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
い
い
思
い
出
だ
け
が

残
っ
て
い
ま
す
」
と
周
囲
の

人
に
感
謝
す
る
安
田
さ
ん
。

４０
年
あ
ま
り
税
務
行
政
に

尽
力
し
た
日
々
。
現
在
で
も

税
理
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
変
わ
ら
ず
仕
事
に

行
く
こ
と
が
安
田
さ
ん
の
健

康
の
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

増
田
陽
三
さ
ん

増
田
さ
ん
は
、昭
和
３４
年
、

守
口
門
真
消
防
組
合
消
防
本

部
に
入
署
、
そ
の
後
、
京
田

辺
市
消
防
本
部
に
勤
務
。

「
一
番
の
思
い
出
は
、
井
手

町
・
宇
治
田
原
町
と
の
広
域

消
防
に
携
わ
っ
た
こ
と
。
多

く
の
人
に
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
理
事
を
務
め
る
な
ど
地
域

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

吉
田
榮
一
さ
ん

吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
２３
年

か
ら
の
３９
年
間
、
警
察
官
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
地
域
の
治

安
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
主
に
交
通
部
で
活
躍
。

「
フ
ォ
ー
ド
米
国
大
統
領
を

白
バ
イ
で
警
護
し
た
こ
と
を

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
」。趣味

は
、
手
話
・
コ
ー
ラ

ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
一
休

さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
に
も
よ
く
参

加
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

12月6日、市コミュニティホールで食生活改善推進員養
成講座を受講した27人の修了証書授与式（＝写真）を行
いました。修了者は、今後、食生活改善推進員として、
現在活躍されている約50人と共に、減塩みそ作り教室な
どあらゆる年代に食を通じたボランティア活動を行い、
市民のみなさんの健康づくりのお手伝いをする予定です。


